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1.  フィリピン海プレートの海洋性地殻を伝播するトラップP波の特徴  
図１a の波形は茨城県南部の深さ 50-‐‑‒60   km で発⽣生した 7 つの地震における
N.NSHHの上下動成分の速度度波形にバンドパスフィルターをかけたもので、P波到来
時刻を0秒としている。P波初動より2秒程度度遅れて、海洋性地殻を伝播してきたト
ラップP波が現れている。また、ほとんどの地震において最⼤大振幅はトラップP波の
初動直後にあらわれ、顕著なピーク遅延を起こさない。  
震源域から観測点までの平均的な伝播経路路の影響を評価するため、図１a の波形の
RMSエンベロープを平均して得られたエンベロープを図1bに⽰示す。周波数によらず、
トラップP波は直達Pの約2秒後にパルス的な波形として観測される。  
2.  地震動シミュレーション  
2012年年5⽉月18⽇日に茨城県南部深さ59  kmで発⽣生した地震について2次元の地
震動シミュレーションを⾏行行った。地下構造モデルにJIVSM（図2b;  Koketsu  et  al.,  
2008）を⽤用い、差分法によって地震動計算を⾏行行った。  
JIVSMによる地震動シミュレーションでは、2層の海洋性地殻の影響でトラップP
波はパルス的にならず紡錘形となった。⾛走時トモグラフィ （ー例例えば、Matsubara  et  
al.,  2005）により深さ30-‐‑‒40  kmに海洋性地殻からの脱⽔水による低速度度異異常（LVA）
が検出されている。そこで、深さ30-‐‑‒40  kmでの脱⽔水作⽤用により海洋性地殻第２層が
⾼高速化したと考え、model  A1およびmodel  A2による地震動計算を⾏行行った。  
海洋性地殻第２層と3層を同じ速度度（VP  =  6.8  km/s）にしたmodel  A2により、
観測されたパルス的なトラップP波を再現することに成功した。深さ40  km以深で
海洋性地殻が均質であるためにP波エネルギーが効率率率的にトラップされ、分散やピー
ク遅延をともなわないパルス的なトラップP波になったと考えられる。  
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